
伊

藤

蔵

北
海

道

に
お

け
る
道

路
行
政

と
自

然
保
護

吉

は

じ

め

に

若

い
北
海
道

。
希
望
に
満

ち
た
青
年
北
海
道
。

こ
こ
に
住
む
道

民
五
五
〇
万
人
、
皆
、
誰
も
が
そ
う

感

じ
、
生
き
が

い
の
あ

る
人
生
、
張
り

の
あ
る
日
々
の
生
活

に
励

ん
で

い
る
こ
と
と
思
う

。

北
海
道

は
明
治
時
代

よ
り
わ
れ
わ
れ
先
祖
の
血
と
汗
に
じ
む
開

こ
ん
と
開
拓
が
続
け
ら
れ
、
今

日
ま

で
の
わ
ず

か
百
十
余
年

に
し
て
こ
れ
ま

で
の
開
発
が
な
さ
れ
て
き
た

の
で
あ

る
。

こ
の
開
発

の
歴
史
を

ふ
り
返

っ
て
み
る
と
き
、
道

づ
く
り
が
北
海
道
づ
く
り
に
と

っ
て
最
も
肝
要

で
あ

っ
た
こ
と

は
、
道

民

が
皆

熟
知
し

て
い
る
は
ず

で
あ
る
。

一
、
北
海
道
の
道
路
現
況

北
海
道

の
道
路
延
長

は
昭
和
五
十
四
年
四
月
現
在
約
七
六
、
二
〇
〇
㎞
で
、
そ

の
う
ち

一
般
国
道
は

約
五
、
五
〇
〇
㎞
、
道
道

は
約

=

、
○
○
○
㎞
、
市
町
村
道

は
約
五
九
、
七
〇
〇
㎞
で
あ

る
が
、

こ

の
ほ
か
農
道

お
よ
び
林
道
な
ど
も
、
か
な
り

の
延
長
を
有
し
て
い
る

(
表
ー

一
)
。

道
路
事
業

は
昭
和
二
十
九
年
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
た
第

一
次
道
路
整
備
五
力
年
計
画
以
来
、
実

に
二
五

年
間
に
わ
た
り
幾
多

の
改
定
を
み
、
昭
和
五
十
三
年

に
は
第

八
次

の
五
ヵ
年
計
画
が
策
定
さ
れ
今
日
に

至

っ
て
い
る
が
、

こ
の
間
を
前
期
、
後
期

に
分
け
そ
の
特
質
を
ご
く
大
ま

か
に
比
較
す
る
と
、
前
期

は

幹
線
道
路

の
改
築
を
主
体

に
橋
梁

の
永

久
橋
化
、
自

動
車
交
通
不
能
区
間

の
解
消

な
ど
線
的
量
的
整
備

に
重
点

を
お
い
て
い
た
が
、
後
期
に
な
る
と
さ
ら
に
幹
線
市
町
村
道

の
改
築
を
も
対
象

に
砂
利
道

の
舗

装
化
、
危
険
箇
所
の
解
消
、
交
通
安
全

対
策
事
業
な
ど
面
的
質
的
整
備
の
促
進

＼

も

は
か
ら
れ
て
き
た
も

の
と

い
え

る
。

(
表
ー

二
)

さ
て
、

こ
こ
で
北
海
道

の
道
路

の
特
質
に

つ
い
て
若
干
ふ
れ

て
み
た
い
。
北
海
道

の
幹
線
道
路

(
一

般
国
道
お
よ
び
道
道
)

の
昭
和
五
十
四
年
四
月
現
在

の
延
長

は
約

=

ハ
、
四
〇

〇
㎞
で
あ

る
が
、
道
路

普
及
率
は
全
国

に
比

べ
か
な
り
低
位
に
あ

る
。
面
積

一
平
方

㎞
当
り
の
道
路
延
長
で
は
全
国

の
二

.
三

分

の

一
、
東
北

六
県

の

一
・
八
分

の

一
、
九
州

の
二

・
九
分

の

一
、
ま
た
人

口
千
人
当

り
の
道
路
延
長

で
は
全
国
の
二

・
○
倍
、
東
北

六
県

の

一
・
二
倍
、
九
州

の

一
・
六
倍

と
な

っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
人

口
千
人
当
り
の
道
路
延
長
に

つ
い
て
は
、
均
衡
あ

る
国
土
の
発
展
上

一
、
○
○
○
万
人

と
も

二
、
○
○

○

万
人
と
も

い
わ
れ

て
い
る
将
来

の
北
海
道

が
担
う
吸
収
人

口
を
わ
ず

か
二
〇
〇
万
人
と
し
た
場
合
に

は
、
東
北
六
県
、
九
州
並
み
と
な
る
も

の
で
あ

り
、

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
北
海
道

の
幹
線
道
路

の

延
長

は
著
し
く
不
足
し
て
い
る

こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う

(
表
-

三
)
。

道
路
種
別
毎
に
面

積
当
り

の
道
路
延
長
を
対
比
し
て
み
る
と
、

一
般
国
道

は
全
国
的
な
網
形
成
に
よ

り
配
置

さ
れ

て
い
る
た
め
全
国
の
約

六
割

で
あ

る
の
に
対
し
、
道
道
、
市

町
村
道

は
約
三
割
な

い
し
四

割
と
な

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い

(
表
ー
四
)
。

ま
た
、
道
路
種
別
の
構
成
比

で
み
る
と
、

一
般

国
道
、
道
道

と
も
全
国
の
構
成
比
よ
り
高

い
値
を
示

し
て
い
る
が
、
仮
り
に
北
海
道

の
市
町
村
道
を

二
倍
し
た
も

の
で
も
構
成
比
は
、

一
般
国
道

四
%
、
道

2

一

　

=
三

`

、

ー
ク

、

;

.
」
L

二

'
.
・蒼

三

汐

、

、

画
'づ

二

～

ひ

、



表一一 北 海 道 の 道 路 現 況

(昭和54年4月1日 現在 〔含む札幌市〕)

通

膵

塑

ム　けく

コ

咬
汗
久
携
永
橋

0.2

1.5

0.1

2.1

1.7

0.4

0.6

2.5

1.6

99.7

97.2

99.0

96.3

82.1

89.5

81.0

70.8

90.1

舗装率
(%)誘

版
ー
娠
働

一
実
一～

i

㎜一

分

一一

区

91.3

64.6

84.5

56.5

12.5

19.9

10.4

10.6

25.6

94.7

72.0

89.1

65.0

28.0

47.8

27.2

21.3

39.1

5,450

10,983

3,185

7,798

59,726

12,664

10,841

36,221

76,159

全
国
は
昭
和
五
十
年

で

一

北
海
道

は

一
七

二
と
な

っ
て
お
り
、

道
が
幹
線
道
路
網

の
拡
充
整
備
を
強
力

に
推
進
し
て
き

た
か
を
示
す
も

の
で
あ

る

(
表
-

六
)

北
海
道

の
道
路
整
備

状
況

を
全
国
と
比

べ
て
み
る
と
、
改
良
率
で
は

い
ず
れ
も
全
国

を
上
廻

っ
て

い

る
が
、
逆

に
舗

装
率
は
皆
低

い
。
幹
線
道
路

に
つ
い
て
み
る
と
改
良
率

で
は
、
全
国
よ
り

一
四
%
も
進

ん
で
い
る
が
、
舗
装
率
で
は
八
%
遅
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
道
路
交
通
確
保

上
、
改
良
が
優
先
す
る

こ
と
に
起
因
す
る
も

の
で
あ

り
、
昭
和
三
十

一
年
制
定
の

「
積
雪
寒
冷
特
別
地

域

に
お
け

る
道
路
交
通

の
確
保
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
凍
雪
害
防
止
事
業
に
よ
る
道
路

の
整

備
が
、
極

め
て
大
き
な

ウ

エ
イ
ト
を
占

め
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
点

、
市
町
村
道

の
改
良
率
が

ほ

ぼ
全
国
並

み
で
舗
装
率
が
約

二
三
%
下
廻

る
現
状

は
、
そ

の
整
備
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
今
後
、
強
力
な
事
業

の
推
進
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
前

に
述

べ
た
不
足
幹
線
道
路

は
ほ
と
ん
ど
が
市
町
村
道

よ
り
充
当
さ
れ
る
も

の
な
の
で
、

こ
れ
を
加
味
し
た
幹

線
道
路

の
う
ち
、
と
り
わ
け
道
道

に

つ
い
て
は
、
市
町
村
道

と
全
く
同
じ
よ
う
な

こ
と
が

い
え
る

の
で

あ

る
。

ぞ=乗 再道

道 道

四 主 要

露 一 般
る 市 町村道

窪 ・ 級
対2級

阪 その他

北 総 計

道
八
%
、
市
町
村
道

八
八

%
と
な
り
、

本
道

の
均
衡
あ

る
開
発
上
と
く

に
道
道

の
昇
格

が
重
要
な
課
題

で
あ

る
こ
と
が

理
解

で
き
よ
う

(
表
ー
五
)
。

幹
線
道
路

の
必
要
延
長

は
、
人

口
密

度

と
道
路
密
度

と
の
相
関
関

係
、
各
種

経
済
指
標
と
道
路
密

度

と

の
相

関

関

係
、
土
地
利

用
形
態
上
よ
り
求
め
ら
れ

る
も
の
な
ど
多

く
の
手
法
が
あ
る
が
、

い
ず

れ
の
方
法
で
求

め
て
み
て
も
北
海

道

に
は
、

お
お
む
ね
二
〇
、
○
○
○

㎞

か
ら
二
二
、
○
○
○

㎞
必
要

で
あ
る
と

な

る
の
で
あ

る
。

幹
線
道
路
延
長

の
推
移

は
、
昭
和
三

十
年

を

一
〇
〇

と
す

る
指
数

で
み
る
と

い
か
に
北
海

O

単位:㎞表一二 北 海 道 の 道 路 現 況 の 推 移

舗装済

町 村

改良済

道1市

舗装洲 実延長改良済

1道
一…一十 一一一 一

装済1実 延 長

130
(0.3)

230
(0.5)

503
(1.0)

1,405
(2.7)

4,378
(7.6)

7.462
(12.5)

6,387
(15.6)

3,812
(8.2)

5,025
(10.1)

6,786
(12.8)
12,934
(22.5)

16,723
(28.0)

40,879

46,417

49,583

52,881

57,493

59,726

27
(0.5)

144
(1.9)

751
(8.4)

2,619
(26.0)

5,916
(55.4)

7,098
(64.6)

895
(17.4)

1,211
(15.7)

1,748
(19.6)

4,335
(43.0)

7,170
(67.1)

7,904
(72.0)

導

髄

般 国

改良済

5,141

7,733

8,935

10,073

10,684

10,983

1321

(3。1)1

(、、llll

(瑚

(謝
4,709

(86.8)

(巷illl}

実延長

786
(18.6)

1,278
(30.7)

2,246
(53.2)

3,762
(76.6)

5,015
(92.4)

5,159
(94.7)

4,220

4,170

4,220

4,909

5,427

5,450

年 度

昭 和30年

35

40

45

50

53

注)改 良済 下段()内 は、改良率 〔単位:%〕 である。

舗装済 下段()内 は、舗装率 〔単位:%〕 である。

(昭和54年4月1日 現在)表一三 幹 線 道 路 の 普 及 率

ζ 分 清 森卿 岩手県麻 田卿 山形県

355295

2,6472,655

287

3,019

378

2,207

羅
戯

当 り
;(m)

り
切(

一
区

平
道

千
道

州 全 師 ヒ繍 東北6県1九州7県

566

1,826

354

2,443

196451

2,9781・4781

区

難
当 り
:(m)

り
切(

幹線道路とは国道+都 道府県道をいう。

道路延長は1980年 度統計年報による。

面積は1980年 度民力による。
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γ

表一四 道路種別毎密度(昭 和54年4月1日 現在)

比 率
(A/B)%

北 海 道

(B)m/:㎞.2

全 国

㈹m/㎞2

61

33

41

29

65

38

93

715

106

116

229

2,472

一般国道

主要道道
一般道道

市町村道

(昭和54年4月1日 現在)表一五 道路種別毎構成比

道
・
海一北

.
国

・
全

構成比(%)実延長

7.2

14.4

78.4

100.0

分区
実延長 構成比(%)

5,450

10,983

59,726

76,159

3.6

11.8

84.6

100.0

40,206i

130,139i

933,364

1,103,709i

一 般 国 道

都道府県道

市 町 村 道

計

注)実 延長は1980年 統 計年報による。

二
、
道
路
建
設

技
術
上
の

特
徴

北
海
道

に
お
け

る

道
路

の
建
設

に

つ
い

て
特
筆
す
べ
き
事
柄

は
、
積
雪
寒
冷
地
域

に
課
せ
ら
れ

て
い
る

過
酷
な
気
象
条
件
に

よ

っ
て
起

る
工
事
・期

間

の
制
約
、
凍
上
防

止
対
策

工
法

お
よ
び

積
雪
に
よ
る
道
路
構

造
基
準

の
特
異
性
な

ど
あ
げ
ら
れ
る
が
、

さ
ら
に
、
本
道

に
広
く
分
布
し
て
い
る
泥
炭
性
軟
弱
地
帯
や
火
山
灰
堆
積
地
帯
に
お
け

る
道

路
の
築
造

と

い
う

、
特
殊
な
問
題
も
あ
げ
ら
れ

る
。

工
事
期
間

は
約
半
年

と
非
常

に
短
く
、
冬
期

に
施
工

で
き

る
も

の
と
し
て
は
積
雪
、
気
温
な
ど
の
影

響

が
少
な

い
ト
ン
ネ

ル
工
事
ま
た

は
冬
期
渇
水
時

に
施
工
す

る
方
が
有
利
な
橋
梁
下
部

工
事
な
ど
に
限

ら
れ
、

一
般
土
工
工
事
は
十
月
以
降
に
な
る
と
気
温

の
低
下
、
日
照
時
間

の
減
少
な
ど

の
た
め
著
し
く

作
業
能
力
が
低
下
す

る
ほ
か
、
工
事

の
品
質

管
理
に
問
題

を
生
ず
る

こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、

可
能
な
限
り
工
事

の
発
注

を
平
準
化
し
安
定
し
た
雇
用
を
は
か
る

こ
と
は
地
域
経
済

に
と

っ
て
も
必
要

で
あ
る

の
で
、
今
後
冬
期
施

工
を

ふ
や
し
な
が
ら
通
年
的

に
施
工
で
き

る
よ
う
、

一
層
研
究

開
発
を
進

め
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

道

路
の
線
形

は
種

々
な
要
素
や
条
件

に
よ
り
決
定
さ
れ
る

の
で
あ

る
が
、
北
海
道

の
場

合
、
基
本
的

に
は
雪

や
寒
さ
に
対
す

る
考
え
が
ま
ず
第

一
と
な
り
、
こ
の
た
め
都
府
県
と
比
べ
勾
配
は
ゆ
る
く
、
曲

線
半
径

も
大
き

い
ほ
か
道
路
幅
員
も
広

い
。

表一六 幹 線 道 路 延 長 の 推 移

53年

170,345

118

50年

164,253

114

40年145年
L._

t昭和30年135年40年145年

154,974149,2721

108104

147,216

102

昭和30年

144,067

100

分

㎞

を
数

長

年
縮
30
し

庭
謹

実

昭

10

16,433

176

16,111

172

14,982

160

13,155

141

11,903

127

9,361

100

実 延i長 ㎞

昭 和30年 を
100と した指数

区

国全

北 海 道

注)各 年とも年度末現況である。

道路延長は統計年報による。

表一七 道路整備率(昭 和54年4月1日 現在)

単位:%

L般 国躍 道府県
:小計胸 村道

金海慰ll:引 霧:膓:1擁1:1
一 一一…r一 一 一 一

1…一一 一一ド ー一1一 一一

全 国i94・7;77・4}81・5{35・7

北 海 道}91.3164.6173.5i12.5

改良率

舗装率

こ
の
こ
と
が
、

い
わ
ゆ
る

「
北
海

道

の
道
路

は
ぜ

い

た
く
だ
」
と
い
わ

れ

る
ゆ
え
ん
で
あ

ろ
う
。
特

に
道
路

の
路
肩
幅

は
除
雪

の
際
の

「
お
ち

こ

ぼ
れ
」
の
た

め
広

く
と

っ
て
い
る
の

で
、
余
計
立
派
に

見
え

る

の

で

あ

る
。
し
か
し
雪
国

に
住
む
わ
れ
わ
れ

は
、

ス
リ

ッ
プ
し
や
す
い
冬

の
道
路
と
し
て
は
こ
れ

が
最
低
限
で
は
あ
る
が
、
決

し
て
充
分
満
足
で
き

る

も
の
と
は
考
え
て
い
な

い
の
で
あ

る
。

三
、
自
動
車
交
通
と
そ
の
社
会
的
便
益

質
的
整
備
が
追
い

つ
か
ず
、
自
動
車
交
通
が
も

た
ら
す

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
、

境
問
題
が
深

刻
に
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
く
ら

「
反
自

動
車
」
論
が
叫
ば
れ
て
も
、
着
実

に
自

動

車

の
保
有
が
増
加
し
て
い
る
。

本
道

の
モ
ー

タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
は
急
速

に
進
展
し

昭
和
五
十
三
年
度
末

の
二
輪
車
を
除
く
自

動
車
保
有

台
数

は
約

一
八
○

万
台

に
も
達
し
、
全
国
と
同
じ
く

一
世
帯

一
台
の
普

及
率
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
急
速

に
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
が
進
行

し
て
い
る

な
か
で
、
そ
れ

を
受
け
入
れ
る
道
路

の
量
的
お
よ
び

と
り
わ
け
公
害
な
ど
の
環
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自
動
車
交
通
が
社
会

に
も
た
ら
し
て
い
る
プ
ラ

ス
の
面

に
つ
い
て
は
全
く
目
を

つ
ぶ
り
、

マ
イ
ナ

ス

の
面
だ
け
を
誇
張
す

る
こ
と
は
正
し
く
は
な

い
。
最
近

の
石
油
節
約
時
代

に
入

っ
て
も
、
道

路
交
通
手

段
と
し
て
最
も
進
歩
し
た
自
動
車
が
不
要

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
結
論

に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

。
そ

れ

は
自
動
車

と
い
う
道
路
交
通
手
段
が
、能
率
的
な
道
路
交
通
機
関

と
し
て
戸

口
か
ら
戸

ロ

へ
の
交
通
、

鉄
道

・
港
湾

・
空
港

へ
の
ア
ク

セ
ス
と
し
て
、
現
代
社
会

に
お

い
て
不
可
欠

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
ら
で
あ

る
。

自
動
車
交
通

の
機
能
的
な
特
性
は
、
ま
ず
人
が
移
動
し
、
物

を
運
ぶ
か
ぎ

り
人
間

の
日
常

生
活

に
道

路
が
不
可
欠

で
あ

る
か
ら
、
人
間
が
生
活
を
営
む
と

こ
ろ
に
は
必
ず
道
路
が
存
在
し

て
お
り
、
こ
れ
ら

道
路
網
を

ル
ー
ト
に
限
定

さ
れ
る

こ
と
な
く
利

用
で
き
る

こ
と
に
あ
る
。

こ
の
点
が
鉄
道

の
よ
う
な
軌
道
系

の
交
通
手
段
と

の
大
き

な
差
異

で
あ

り
、
線
的
交
通
手
段

の
鉄
道

に
対
し
て
、
自
動
車
交
通
が
面
的
交
通
手
段
で
あ

る
と

い
わ
れ

る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。
面
的
交
通
手
段
と

い
う
第

一
の
特
性
に
加
え

て
、
次
の
よ
う
な
特

性
も
あ

る
。

小
さ
な
単
位
の
独
立
し
た
交
通
手
段

で
あ

る

ほ
と
ん
ど

の
人

が
容
易

に
運
転

で
き

る

個
人
所
有
が
可
能

な
交
通
手
段
で
あ

る

利
用
に

つ
い
て
柔
軟
性
が
あ

る

世
界
の
各
国
に
お
い
て
も
所
得

の
増
加
、
生
活
水
準

の
向
上
に
と
も
な

い
、
交
通
技
術
的

に
み
て
最

も
便
利

、
迅
速
、
快
適

で
、
経
済
的

に
も
比
較
的
低
廉
な
交
通
手
段
と
し
て
、
道

路
交
通

を
選
好
す
る

傾
向
に
あ

る
。

自
動
車
交
通

の
発
達

は
大
き
な
便
益

を
社
会
に
も
た
ら
し
た
が
、
同
時
に
弊
害
を
も
随
伴

し
た
。
も

し
自
動
車
が
な
か

っ
た
ら
そ

の
便
益
が
実
現
し
な
か

っ
た
だ
ろ
う

と
い
う
の
と
同
じ
意
味

で
、
そ
れ
ら

の
弊
害
も
ま
た
直
接
間
接

に
自

動
車

に
帰
し
得

る
の
で
あ
る
。
そ

の
弊
害
の
ゆ
え
に
自
動
車

を
否
定
す

る
こ
と
は
、
実
は
近
代
生
活

の
多
く
の
便
益
を
否
定
す

る
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
物
事
を
批
判
す
る
に

当

っ
て
人

は
、
し
ぼ

し
ば
そ
れ
が
与

え
る
便
益

の
方

は
そ
の
ま
ま
享
受
し
続
け

る
こ
と
を
無
意
識

に
前

提
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
誌
面
の
都
合

で
、
近
代
社
会
が
享
受
し
て
い
る

い
く

つ
か
の
便
益
が
、

い
か

に
自
動
車
交
通
と
密
接
不
可
分
な
関
係

を
有
し
て
い
る
か
を
、
項
目

の
み
列
挙
す

る
と

工
業

の
高
度
化

過

密
地
域
か
ら
の
工
業

の
分
散

流
通

・
商
業

の
合
理
化

(
商
圏

の
拡
大
、
農
産
物

の
市
場

圏
の
拡
大
と
産
地
の
遠
隔
化
、
産

地
間
競

争

の
激
化

と
合

理
化
)

都
市
機
能

の
発
展

と
都
市

の
拡
大

地
方
生
活

の
充
実

(
地
方
生
活

に
お
け
る
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
増
大
、
情
報
落
差

の
解
消

、
社
会

サ
ー
ビ

ス
施
設
の
享
受
お
よ
び
同
施
設

の
有
効
配
置
、
雇
用
の
機
会
増
大
)

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン
の
充
実

(行

動
の
自
由
性
、
家
族
単
位

の
楽
し
み
、
レ
ク
の
広
域
化
、
老
人

・

身
障
者
な
ど

の
レ
ク
)

な
ど
が
あ
げ

ら
れ

る
。

最
近
、
わ
が
国

に
お
い
て
、
自
動
車
交
通
を
ど
の
よ
う

に
社
会

的
に
評
価
す
る
か
が
、
公
害
問
題

、

環
境

対
策
の
面

よ
り
問
題

に
な

っ
て

い
る
。
そ
れ
は
経
済
学

の
視
点

か
ら
自
動
車
交
通

の
社
会
的
便
益

と
、
社
会
的
費
用
を
比
較
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
求
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
元
来
、
自
動

車
、
鉄
道

、
海
運
、
航
空
と

い
う
革
命
的
な
交
通
手
段

の
社
会
的
評
価

は
、
過

去
か
ら
現

在
、
未
来
に

わ
た

っ
て
人
間

の
生
活
全
体

に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
り
、
鉄
道

・
汽
船

文
明
、
自
動
車
文
明
、
翼

の
文

明
を

い
か
に
評
価
す
る
か
と

い
う
広

い
文
化

・
文
明
論
上
の
問
題

で
も
あ
ろ
う

。
し
た
が

っ
て
便
益
と

費
用
に
対
す

る
計
測
と
評
価
は

一
つ
の
手
掛
り
と
は
な
ろ
う
が
、
経
済
的
評
価

の
み
に
よ

っ
て
、

こ
れ

ら

の
文
明
の
利
器
を
評
価
す

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

ろ
う
。
ま
た
、社
会
的
便
益
を
計
測
す

る
こ
と
は
、

そ
れ
自
体
が
極

め
て
む
ず

か
し
く
、
不
可
能
に
近

い
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ

る
。

四
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
定
着
に
至
る
経
過

各
種
の
開
発
事
業
の
実
施

に
当
り
、
公
害
を
未
然

に
防
止
し
、
自
然
環
境

へ
の
影
響

を
最
小
に
と
ど

め
る
こ
と
の
重
要
性
は
、

い
ま
や
道
民
皆
認
識
す

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
過

去
に
お
い
て
現
実

に
そ

の
よ
う
な
配
慮
に
欠
け
て
お

っ
た

こ
と
も
事
実
と
し
て
認

め
ざ
る
を
得
な

い
。
道
路
事
情
に
お
い

て
も
そ

の
点

は
同
様

で
、
昭
和
四
十
年
代

の
前

半
頃

よ
り
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
は
じ
め
た
。
四
十
年
代

後
半
に
入

っ
て
、
公
害
防
止
、
自
然
保
護

の
思
想

は
よ
う
や
く
中
央
を
は
じ
め
現
場
技

術
者

に
至
る
ま

で
認
識
を
深

め
、
最
近

に
至

っ
て
主
要
事
業
に
対
す

る
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
定
着
す
る
ま

で
に
至

っ

た
。
そ
の
間

の
経
過
を
、
道
路
事
業

の
面

か
ら
述
べ
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
る
。

e

昭
和
四
十
七
年
六
月
六
日
、
閣
議

了
解

各
種
の
公
共
事
業

の
実
施

に
当

っ
て
は
環
境

保
全

上
の
問
題

の
起

こ
ら
な

い
よ
う
に
、
措
置

を
あ
わ
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せ
講
ず
る

こ
と
が
閣
議

に
お
い
て
了
解

さ
れ
た
。

⇔

昭
和
五
十
三
年
七
月

[
日
、
建
設
省
所
管
事
業

に
係
る
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る

当
面
の
措

置
方
針
に
つ
い
て

(
事
務
次
官
通
達

)

こ
の
措
置
方
針

で
は
、
高
速
自
動
車
道

の
新
設
又
は
改
築
、
四
車
線
以
上
の
自
動
車
専
用
道
路

の
新

設
又

は
改
築

、
四
車
線

以
上

の

一
般
国
道

の
新

設
又
は
バ
イ
パ

ス

(
小
規
模

な
も

の
を
除
く
)

の
設
置

や

当

っ
て
は
ア

セ
ス
メ

ン
ト
を
行
う

こ
と
が
定
め
ら
れ
、
同

日
付
で
技

術
指
針
案
も
示
さ
れ
た
。

⇔

昭
和
五
十
三
年

十
月
三
十

一
日
、
当
面
の
措
置
方
針
の
う
ち
道
路
事
業
に
つ
い
て

、
の
道
路
局
長
通
達

こ
れ
に
併
せ
て
技
術
指
針
細
目

.
道
路
事
業
編
案
が
示
さ
れ
た
。

㈲

昭
和
五
十
三
年
七
月
十
九
日
、
北
海
道
環
境
影
響
評
価
条
例
制
定

北
海
道

は
全
国
に
先
駆
け
都
道
府
県

レ
ベ

ル
で
は
、
最
初

に
ア

セ
ス
メ
ン
ト
条
例
を
制
定
し
た
。

こ

の
条
例
は
手
続
き
条
例
で
、
公
布

の
日
か
ら
六
ヵ
月
を
超
え
な

い
範

囲
に
規
則
を
定
め
て
施
行
す
る

こ

と
が
示
さ
れ
た
。

㈲

昭
和
五
十

三
年
十
二
月
二
十

口
日
、
同
施
行
規
則

条
例

の
施
行
規
則

で
、
道
路
事
業

に
お

い
て
ア

セ
ス
メ

ソ
ト
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
次

の
と
お

り
で
あ
る
。

高
速
自
動
車
国
道

で
、
住
宅
地
等

又
は
特
別
地
域
等

に
お
け
る
新
設

一
般
国
道
、
道
道
及
び
市
町
村
道
並
び

に
林
道
農
業
用
道
路
そ

の
他

の
道
路

で
左

の
各

々
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
も

の

特
別
地
域
等
に
お
け
る
新
設
又

は
改
築

に
係

る
場
合
で
、
車
道
幅
員
が
五

・
五

m
以
上

で
か
つ

延
長
が
五
、
○
○
O

m
以
上
の
も

の
。

住
宅
地
等

に
お
け

る

一
般
国
道

又
は
主
要
な
道
道

の
新
設
又
は
改
築
に
係
る
場
合

で
、
車
道

の

車
線
数
が
四
以
上

の
も
の
で
か

つ
延
長
が
二
、
○
○
O

m
以
上
の
も

の
。

な
お
、
同
日
付

で
条
例

の
施
行

日
を
昭
和
五
十
四
年

一
月

十
八
日
と
定
め
ら
れ
た
。

五
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
進
め
方
と
問
題
点

e

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

環
境

ア

セ
ス
メ

ン
ト
の
実

施
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
図
-

一
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち

図一1環 境 ア セ スメ ン トの 作 業 の

フ ロー チ ャー・ト

開発の目的

開発基本計画

環境保全の
予備調 査

環境 保全
水準の決定

調査範囲
の 決 定

調査項 目 ・
方法の決定

現況調査
対策調査

補 足調査
No 環境変化
の 予 測

Yes

保 全対策

最:終 計 画

No 環境 の変 化
の予測・評価

Yes 評価書の
作 成

所定の
手 続

開
発
の
目
的
を
達
成
す

る
た

め
の
開
発
基
本
計
画
が
あ

っ
て
、
そ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
環
境

の
現

況

調
査
並
び

に
必
要

な
保
全

の
た
め
の
対
策
調
査
を
行

い
、
こ
れ
ら
を
も

っ
て
環
境
変
化

を
予
測
す
る
。

予
測

の
結
果
、
環
境
保
全
水
準
が

ク
既
ア

ー
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
必
要
な
補

足
調
査

を
行

い
、
保
全

対
策
を
た
て
最
終
計
画
を
作
成
す

る
。

こ
の
最
終
計
画

を
も
と
に
再
び
環
境
変

化
の
予
測
を
行

い
、
各

環
境
水
準
が

ク
リ

ア
ー
さ
れ
て
最
終
計
画

を
確
定
す

る
と
同
時

に
、
評
価
書

を
作
成
し
所
要

の
手
続
き

に
入
る
。

こ
こ
で

い
う
保
全
対
策
と
は
単

に
対
策
工
を
指
す

の
で
は
な
く
、
開
発

の
目
的
を
損

わ
な

い
範
囲
で

の
ル
ー
ト
の
検
討

、
事
業
規
模

の
変
更
を
も
含
む
も

の
で
あ
る
。

ア

セ
ス
メ

ソ
ト
の
進

め
方
は
、

一
見
単
純

で
簡
単
な
よ
う

に
思
え
る
が
、
専
門
外

の
分
野
が
大
半

で

あ

る
う
え
不
慣
れ
も
手
伝

っ
て
、
し
ば

し
ば
途
惑

い
や
不
手
際
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。
ま

た
、
わ
れ
わ
れ
技
術
者

に
と

っ
て
ご
く
当
り
前

で
特

に
評
価
書

に
記
述
す
る
必
要
が
な

い
事
項

で
も

、

一
般
道
民

に
よ
り
理
解

し
て
い
た
だ
く
た

め
原
点

に
返

っ
て
説
明
す
る
よ
う

心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
⇔

学
問

的

・
技
術
的
な
側

面
に

つ
い
て

環
境
保
全

に

つ
い
て
、
道
条
例

で
は
自

然
環
境

の
保
全
に
係
わ

る
も
の
と
公
害
防
止
に
係
わ
る
も

の

に
分
け
て
い
る
。
前
者

に
は
地
形

・
地
質

・
動
物

・
植
物

・
自
然
景
観
な
ど
が
含
ま
れ
、
後
者

に
は
大

6



気

汚
染

・
水
質
汚
濁

・
騒

音

・
振
動

・
悪
臭

・
土
壌
汚
染

・
地
盤
沈
下
な
ど
が
含

ま
れ

て

い
る
。

こ
の

分
け
方
そ

の
も
の
に
も
異
論

が
あ
ろ
う
が
、
そ

の
こ
と
に
は
触

れ
な

い
こ
と
と
す

る
。

公
害
防
止

に
係

わ
る
も

の
に

つ
い
て
は
不
十

分
と

は
い
え
関

連
法
律
や
規
則
も
あ

り
、

こ
れ
を
根
拠

と
し

て
ア

セ
ス
メ

ソ
ト
を
実

施
し

て
い
る
の
が
実
情

で
あ
り
、
ま

た
予
測

・
評
価

に

つ
い
て
種

々
提

案

も

な
さ
れ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
自

然
環
境

の
保
全

に
係
わ
る
も

の
に

つ
い
て
は
、
現

況

の
調
査

方
法

は
ほ
ぼ
確

立
し
た
よ
う

に
見

え
る
が

、
予
測

・
評
価
方
法

に

つ
い
て
は
ま
だ
固
ま

っ
て

い
な

い
よ
う

に

思
え

る
。
従

っ
て
対
策

に

つ
い
て
は
、
工
種

・
工
法

の
選
定

を
含
め
て
そ

の
確
立

は
今
後

に
期
待

さ
れ

る
分
野

で
あ

ろ
う
。

表一八 評 点 別 評 価 内 容

容内価評評 点

特別の対策をたてなくとも、自然復元の可能性があるか全 く影響
のないメッシュ

軽微な対策によって、生ずる影響をカパーしうるメッシュ
ー般的な対策によって

、生ずる影響をカバーする必要のある
メッシュ

慎重な対策によって、生ず る影響をカパーしなければならな
いメツシニ.

原則として道路用地から除外すべきメッシュ。ただし、線形
上やむを得ず道路用地として選定する場合は、特殊な対策を

必要とする。

1

2

QO

4

5

表一九 傾 斜 度 別 の 評 点

評価a/11.0

最大傾斜時の
のり長(卿)1:の]排 除される緑の

盛土副 部分(a〃 の切土面
最大傾斜度斜傾

1

1

2

2

3

4

5

5

5

1。07

1.23

1.51

1.93

2.67

4.49

19.67

0Q

oO

11.8

13.5

16.6

21.2

29.4

49.7

261.4

0Q

Oo

0.5

1.9

3.9

7.3

13.6

37.9

242.8

00

00

0.4

1.4

2.6

4.2

6.3

9.5

14.4

23.5

2.9。

8.5。

14.0。

19.3。

24.2。

28.8。

33.0。

36.9。

0～2.9。

2.9～8.5。

8.5～14.0。

14.0～19.3。

19.3～24.2。

24.2～28.8。

28.8～33.oo

33.0～36.9。

36.go以 上

図一2有 効幅員と道路用地斜

面長(a)の 関係

六
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
例

先
生
方
よ

り
直
接

・
間
接

に
ご
指

導
を

い
た
だ

い
て
お
り
、

ま
す
。
さ

て
、

こ
こ
で
道

々
大
滝
白
老
線

を
と
ヴ
あ
げ
そ

の
概
要
を

の
べ
て
み
る
。

洞
爺

国
立
公
園
内

を
通
過
す

る
こ
と
か
ら
、
環
境

保
全
上
最

も
好

ま
し

い
ル
ー
ト
を
選
定
す

る
た

め
に

行

わ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

道
路
適

地

の
選
定

は
メ

ッ
シ

ュ
法

を
採

用
し
、
次

の
手
順

で
と
り
進

め
た
。

①

因
子
別

メ

ッ
シ

ュ
図

の
作
成

(
生

デ

ー
タ
)

②

課
題
別
評
価
図

各

因
子
を
課
題
別

に
表
-

八
に
示
す

基
準

で
評
価
し

て
因
子
別
評
価

図
を
作

成
し
、

こ
れ
を
単

独

ま
た
は
重

ね
合
せ

て
課
題
別
評
価
図

を
作

成
し
た
。

。
植

生
影

響
評
価

道

路
建

設

に
よ

っ
て
直
接
排
除

さ
れ
る
緑

の
量
、
す

な
わ

ち
緑

の
破

壊
度

の

大
小

に
よ
り
評
価

し
た
。
因
子

は
傾
斜
度

、
地
質

、
谷

密
度

で
あ
り
、
因

子
別

の
評
価

は
表
i

九
～
表
-

十

一
の
と
お
り

で
、
重

ね
合
せ
の
評
価

は
、
各

メ

ッ
シ

ュ
ご
と
の
平
均

を
も

っ
て
評

価

し
た
。
た
だ
し
、
因

子

の
中

に
評
点

5
の
あ

る
場

合
は
他

の
因

子
の
評
点

に
関
係

な
く
評
点

5
と
し
た
。
な
お
表
-

九

に
示
す

a
は
、
図
-

二
に
示
す

よ
う
に
道
路
建
設

の
た
め
に
緑

を
排

除

さ
れ
る
斜
面
長

で
あ

る
。

。
緑

化
復

元
評
価

排
除

さ
れ
た
緑

の
う

ち
、
の
り
面

な
ど
は
速
や

か
に
緑
化

し
な
け
れ
ば

な
ら

道

条
例

に
も
と
つ
く

ア

セ
ス
メ
ソ
ト
の
実

例
は
、

い
ま
だ
な
く
、
わ
ず

か
に
条
例

に
準
じ

て
行

わ
れ
た

道

々
静
内
中
札

内
線

の

一
例
が
あ
る

に
す
ぎ

な
い
。

し

か
し
自
然

公
園
内

の
路
線

で
環
境
庁
長

官
と
協
議

す
る
資

料
と
し

て
、
あ

る

い
は
環
境

保
全

の
た
め
実

質
上
ア

セ

ス
メ

ン
ト
を
行

っ
た
例

は
幾
例

か
あ

る
。

ま
た
、
ア

セ
ス
メ

ソ
ト
に
至
ら
ぬ
ま

で
も

、
特
定

の
環
境
因

子
を

か
な
り
詳
細

に
調
査

し
て
、
自

然
環

境

の
保
全

に
配
慮

し
た
設
計
例
も
次
第

に
数

を
増
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う

な
作

業

の
実

施

に
当

っ
て
諸

こ

の
誌
上

を
借

り
て
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ

こ
の
路
線

は
支
笏
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価表一十 地 質 別 の 評

事記固 結,劇 の り勾配 麻1

のり枠、ジャ籠などの対策を要す

のり枠、ジャ籠などの対策を要す

三層あるが評価同一

風化が箸しく崩落防止対策を要す

4

3

3

4

3

1

1

1

2

2

1

5

結11:1.2～1.5

1:1.・2

固

〃

未

〃

1:1.2～1.5

1:1.0～1.2

1:0.7

〃

〃

1:1.0～

1:0.8～1.2

1:0.7

〃

未固結～半固結

現 河 床 堆 積 物

崖 錐

河 岸 段 丘堆 積物例
ム

〃

い

〃

〃

〃

〃

〃

地 層 名

高

物

岩

岩

岩

岩

岩

岩

形

鰺

籟
熱

頁
灘

藤

弊

色
灰
色
鋤

ロ
軽

ホ

白

変

緑

凝

黒

地

こ
れ
ら

三
種

の
評
価

図
を
重

ね
合

せ
て
、

に
示
す

と
お
り

で
あ

る
。

④

計

画

ル
ー
ト
の
選
定

表一十一 谷密度別評価

蟹 亙1了 阿 覇 爾 上

一凱遮 一1L劉L3i415

総
合
評
価
図
を
作
成
し
た
。

準

を
定
め
難

い
の
で
、

ず

地
質

(
土
質
)

し

た
。
評
点

は
表
-

十
二
の
よ
う

に
与

え
ら
れ

た
。

・
動
植
物
評
価

生
物

の
分
布

上
か

ら
自

然
度
が
高

い
か
ど
う

か
、
あ

る

い
は
貴
重
種

の
分
布
な
ど

に
よ

っ
て
評
価

し
た
。
因

子
は
植
物
と

動
物

で
あ

る
が
、
動
物

は
注
目
す

べ
き
種

の
営
巣
地

な
ど

も
発

見
さ

れ
ず

、
全
域
同

一
評
価

に
な

る
の

で
割
愛

し
た
。
植
生

の
群
落
別
評

価

は
表
-
十

三
に
示
す
と

お
り
で

あ

る
。

③

総
合
評
価こ
の
評
価
図

は
図
-

三

な
い
が

、
そ
の

復
元

の
難
易

に

よ

っ
て
評
価
す

る
。
因
子
は
地

質

(土
質

)
、
斜

面
方
位

、
日
射

量
な
ど

で
あ

る

が
、
後

の
二
者

は
現
在

の
技
術

水
準

で
評
価
基

や
む

を
得

の
単
独
評
価

と

価評の質表一十二 地

事記質i評 点

4}砂 、礫地で植物の侵入は困難

1!

火山灰のため、の り止めが比較的
困難

三層ある同一評価

亀裂が多い

亀裂が多い

1

2

2

4

3

4

3

3

4

5

土固 結 度1

砂、礫

粘土、砂、礫

　

火山灰、粘土

砂、礫火山
灰、軽石

固結良好

〃

〃

〃

〃

〃

〃

固 結 度

現 河 床 堆 積 物i未 固 結

崖 鋼"

河 岸段 丘 堆積 物 〃

ロ ー ム1未 固結～半固結

軽 石 流 堆 稽 物;〃

い高

〃

〃

〃

〃

〃

〃

地 層 名

物

錐

物

物

岩

岩

岩

岩

岩

岩

壊

難

知
獺

頁
州

藤

響

農

色
蘇

軽

ホ

白

変

緑

凝

黒

地

と
が
わ

か

っ
た
。

環
境

保
全
上
最
も
好

ま
し

い
ル
ー
ト

;
A

環
境
保

全
上
次
善

の

ル
ー

ト

;
B
、

D

表一十三 群 落 別 の 評 価

事群 落 名 瞥 然劃 諒 窺

一部代償域も含まれる

3

Q
」

3

3

3

2

5

湘

9

9

9

9

菊

6

9

5

林

林

林

落

原

落

落

上部広葉樹

下部広葉樹

針 葉 樹

高茎草木群

サ サ 草

植 林 地 群
ハイマツ群

総
合
評
価
図

は
、
道
路
建

設
上

の
好

ま
し
さ
を
示
す

メ

ッ
シ

ュ
図

で
あ

る
か

ら
、

こ
れ

を
道
路

適
地
選
定
図

と
称
す

る
こ
と
も

で
き

る
。

こ
れ
を
基
本

に
道

路
建
設

の
立
場

か
ら
五
本
の

ル
ー
ト
を

選
定
し

こ
れ

を
比
較

し
た
。
各

ル
ー
ト

は
図
-

三

に
併

せ
示
し
た
が
、
各

ル
ー

ト
別

の
総
合
評
点

は
表
-

十
四
の
よ
う

に
、
お
お
む
ね
三
階
級

に
わ
か
れ
る

こ

8



表一十四 各種ルー トの総合評点

引5}総 合舗

99

184

206

181

202

1i
3

1}

3}

3

5

23

29

以

13

21
の
点

㎜

ユ
シツ

一メ
評

鍛

55

52

52

16

一

[

3074

A

B

C

D

E

お

わ

り

に

環
境

上
好
ま
し

く
な

い
ル
ー

ト

;
C
、

E

⑤

道

路
建

設

の
可
能

性

次

に
各

ル
ー
ト
ご

と
に
、
道

路
建

設

の
可
能

性

に

つ
い
て

概
略

設
計

の
う

え
、
概
算

工
事
費

を
算
出
し

た
。

こ
の
結
果

次

の
理
由

で
A
及

び
D

ル
ー
ト
は
不
適
当

で
、
最

も
好
ま
し

い
の
は

B
ル
ー
ト
で
あ

る

こ
と
が
わ

か

っ
た

。

A

ル
ー
ト

;

一
、
五
〇
〇

m
の
ト

ン
ネ

ル
が

必
要

と
な
る
が

ト

ン
ネ

ル
勾
配

は
六

・
○

%
以
下

に
緩
和
す

る

こ
と
が
で

き

な

い
。

D
ル
ー
ト

;
最
急
勾
配

一
〇

・
○
%

の
区
間

が
生
じ
道

路
構

造
令

に
適

合
し
な

い
。

数

年
以
上
も
前

の
こ
と
で
あ

る
が
、
あ
る
大

学
の
先
生
が
ヵ

ナ
ダ
に
留
学
さ
れ

、
先
方

の
教
授
と
種

種

な
話

し
を
さ
れ
た
折
、
話
題

が
北

海
道

の
全
般

に
わ
た
り
、
北

海
道

の
気
象
が
き
び

し
く
人
間

の
居

住
環
境

と
し

て
は
、

こ
の
地
球

で
も
最
下
位

に
あ

る
旨
説

明
し
た
と

こ
ろ
、
だ
ま

っ
て
聞

い
て
お
ら
れ

た
先
方

の
教
授

は
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
条
件

の
悪

い
所

に
人

間
が

住
ん
で
い
る

の
か
と
ぽ

つ
り
と

い

っ

た
と

い
う
。
狭

い
国
土

に
多

く

の
人

口
を
抱

え
た
わ
が
国

の
生
き

る
み
ち

は
北
海
道

に

こ
そ
求

め
ら
れ

他

に
は
な

い
と

い

っ
て
も
過
言

で
も
あ

り
ま
す

ま

い
。

国

土
の
均
衡

あ

る
発
展

上
、
ど
う

み
て
も
北
海
道

は
都
府
県

の
過

剰
な
人

口
を
吸
収

し
て

い
か
な
け

れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
ほ
か
、
わ

が
国

の
食
糧
生
産
基

地
と
し

て
も
、

さ
ら
に
は
大
規
模

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ソ
基
地
と
し
て
も
積
極
的

に
開
発
す

べ
き
所

は
開
発
し
、
残

す
所

は
残
す

よ
う

に
し
て
、
土
地

の

有
効
利

用
を
は
か

っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も

の
と
常

日
頃
考

え
て
お
り
ま
す
。

二

一
世
紀

を
輝

か
し

い
北

の
時
代

と
す

る
た

め
に

は
生
活

と
生
産

の
最

も
重

要
な
基
盤

で
あ

る
道
路

を
も

っ
と
も

っ
と
建

設
し
、
百
年
後
、

二
百
年
後

の
子
孫

の
た

め
に
立

派
な
遺
産

と
し

て
残

し
て

い
き

た

い
と
思
う

の
で
あ

り
ま
す
。

(北
海
道
土
木
部
道
路
課
)

図一3総 合 評 価 図
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